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Ａ．研究目的 
 本研究の目的は、「日本における前立腺

癌に対するヨウ素125密封小線源永久挿入

療 法 に 関 す る 前 向 き コ ホ ー ト 研 究

（ JPOPS, Japanese Prostate Cancer 
Outcome Study of Permanent I-125 seed 
Implantation）によって得られたビッグデ

ータ等を用いて、本治療の治療成績、有害

事象頻度等を解析するとともに、臨床情報

を機械学習させることにより、新しい前立

腺癌の予後予測システムを開発すること

である。 
 
Ｂ．研究方法 
 当院における前立腺癌小線源治療後の

再発形式を調査し、その予後について検討

した。2003 年から 2013 年までに I-125 小

線源治療を施行した 2218 名のうち、PSA
再発した 185 名を含み、経過観察が可能で

あった 2214 名を対象とした。PSA 再発後

はマッピング生検および画像検査を繰り

返した。PSA 再発後の初回再発形式を局

所、骨盤リンパ節、遠隔転移、不明の 4 つ

に分類し、その予後を比較した。 
 また、2019 年 10 月 24 日および 2020
年 1 月 18 日の J-POPS 分担研究委員会お

よび班会議にて、研究代表者、研究分担者

および研究協力者と、本研究の概要、今後

の研究計画について討議を行った。 
（倫理面への配慮） 
本研究はすでにJPOPSで登録され、匿

名化された既存データのみを用いる観察

研究であり、患者への侵襲は伴わない。ま

た、JPOPS研究のコホート1およびコホー

ト2のデータセットについては臨床研究情

報センターにおいて厳重に管理されてい

る。 
 

Ｃ．研究結果 
 全体の観察期間中央値は9年であり、10
年PSA再発率は10%であった。PSA再発患

者のうち121名、65%において再発形式の

同定が可能であった。再発率は局所1.9%、

骨盤1.4%、遠隔2.2%、不明2.9%であった。

全生存率および原病生存率は遠隔転移再

発のみが有意に不良であった。 

研究要旨：当院における2214名の前立腺癌患者について小線源治療後の再発形

式を調査し、その予後について検討した。10年PSA再発率は10%であり、再発部

位別では局所1.9%、骨盤1.4%、遠隔2.2%、不明2.9%であった。全生存率および

原病生存率は遠隔転移再発のみが有意に不良であった。小線源治療後の局所再

発は稀であり、遠隔転移形式のみが長期生命予後不良であった。再発形式を確

認することにより、救済治療を個別化する余地があると考えられる。 
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Ｄ． 考察 
 小線源治療後の局所再発は稀であり、遠

隔転移形式のみが長期生命予後不良であ

った。再発形式は臨床的に予測できる可能

性があり、救済治療を個別化する余地があ

ると考えられる。 
 
Ｅ． 結論 
 小線源治療後の局所再発は稀であり、遠

隔転移形式のみが長期生命予後不良であ

る。 
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